
 
 
 

数学科(数学Ⅰ)学習指導案 
２次関数とそのグラフ 
（高等学校 第１学年） 
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【『平成 20 年度研究指定校共同研究事業(高等学校)授業改善の組織的な取組に向けて』

平成 21 年３月】 

 

平成 20 年度研究指定校である大井高等学校において、授業改善に向けた組織的な

取組として授業実践を行った学習指導案です。 

生徒の理解度に合わせた丁寧な授業展開を目指し、生徒の状況に応じて、机間指導

を充実させたり、難しい課題を用意したりすることで学習への興味・関心をもたせる

学習指導を行いました。 



平成 20 年度神奈川県立総合教育センター『授業改善の組織的な取組に向けて』学習指導案・資料 

大井高等学校「数学Ⅰ」学習指導案 

 

１ 学 年 第１学年 

２ 科目名 数学Ⅰ 

３ 単元名（教科書名） ２次関数とそのグラフ（東京書籍「新編 数学Ⅰ」） 

４ 単元の目標 

・２次関数に関心をもち、実生活における関数の有用性を意欲的に調べようとする。 

・２次関数の値の変化を表、式、グラフなどと関連付けて、多面的に考察できる。  

・２次関数を用いて数量の変化をグラフで表現し、的確に処理できる。 

・２次関数の基本的な内容を理解し、知識を身に付ける。 

５ 単元について 

○ 教材観・題材観 

学習指導要領に書かれている２次関数の内容として、関数を用いて数量の変化を表現するこ

との有用性を認識する、とある。例えば物理で自由落下の運動は、落下距離は落下時間の２乗

に比例するという２次関数で表すことができる。このように具体的な自然現象を表すことがで

きる関数は、生徒にとって興味深い単元である。 

○ 生徒観（生徒の状況） 

中学校で習った１次関数や２次関数に対して苦手意識がある生徒が多く、グラフをかくこと

ができない、２次関数とグラフの関係が分からないという生徒もいる。 

○ 指導観（主な支援） 

２次関数とグラフの関係を理解させる。そのために、この二つを結び付けさせる具体例など

を提示する。そしてつまずきやすい平方完成の式変形と平行移動の考え方については、丁寧に

指導して十分理解するように努める。 

６ 解決を目指す課題 

生徒により理解度にかなりの差がある。全体的に学習意欲が十分ではなく集中力が持続しない。 

７ 課題解決の方法 

生徒の理解度に合わせた丁寧な授業展開をし、平易な計算で処理できるよう係数などを工夫す

る。また、机間指導で各自のノートやプリントに採点をしていくことで、達成感をもたせ、学習

への興味・関心をもたせる。また、理解度の高い生徒に対しては、少し難しい課題を用意するな

どして学習意欲を高める。 

８ 課題解決の状況を確認する方法 

単元の終わりに実施する小テストの解答状況 

プリントの作成内容 

ノートの記述内容 

 

 

1/9 



平成 20 年度神奈川県立総合教育センター『授業改善の組織的な取組に向けて』学習指導案・資料 

９ 単元の指導と評価の計画 

 (1) 単元の時間数  14 時間扱い 

 (2) 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解 

表、式、グラフなど

を用いて数量の変化

を表現することの有

用性を認識し、関数

の考えを具体的な事

象の考察に活用しよ

うとする。 

関数の概念を理解

し、関数のグラフを

かくことの意義が分

かる。 

２次関数の式を平方

完成することがで

き、２次関数のグラ

フをかくことができ

る。 

２次関数の式の意味

を理解し、グラフの

平行移動についても

理解している。 

 (3) 指導と評価の計画   

時 学習内容 指導内容 
評価規準 

【評価の観点】 
評価方法 

１

～

３ 

・関数の定義 

・関数の値 

・定義域と値域 

・関数の定義を説明する。

・関数 ( )xfy = において、

ax = のときの関数の値

( )af を求めさせる。 

・１次関数における定義域、

値域を求めさせる。 

２つの数量の関係をグ

ラフや式を用いて考察

することができる。 

【数学的な見方や考え方】 

( )xfy =  や ( )af  の

表記を理解し、用いるこ

とができる。 

【表現・処理】

プリントの

取組状況、

ノートの記

述内容、 

小テストの

結果 

４ 

～

５ 

・２次関数
2axy = の

軸、頂点、グラフ 

・ x と y の値の対応表をも

とに、２次関数
2axy =

のグラフをかき、特徴を

理解させる。 

・２次関数
2axy = の軸の

方程式、頂点の座標を求

めさせる。 

2axy = の x と y の値の

対応表を意欲的に作成

しようとしている。 

【関心・意欲・態度】
2axy = のグラフをかく

ことができる。 

【表現・処理】

放物線
2axy = の形や

軸、頂点について理解し

ている。 【知識・理解】 

プリントの

取組状況、

ノートの記

述内容 

 

 

 

６ 

・２次関数

qaxy += 2
の軸、

頂点、グラフ 

・２次関数
2axy = と 

qaxy += 2
のグラフ

をかき、平行移動及びグ

ラフの特徴を理解させ

る。 

・２次関数 qaxy += 2
 

の軸の方程式、頂点の座

標を求めさせる。 

qaxy += 2
の x と y の

値の対応表を作ること

ができ、グラフをかくこ

とができる。 

【表現・処理】

放物線 qaxy += 2
の形

や軸、頂点について理解

している。【知識・理解】 

プリントの

取組状況、

ノートの記

述内容 
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７ 

・２次関数

( )2pxay −=  の

軸、頂点、グラフ 

・２次関数
2axy =  と 

( )2pxay −= のグラフ

をかき、平行移動及びグ

ラフの特徴を理解させ

る。 

・２次関数 ( )2pxay −=
の軸の方程式、頂点の座

標を求めさせる。 

( )2pxay −=  の x と y
の値の対応表を作るこ

とができ、グラフをかく

ことができる。 

【表現・処理】

( )2pxay −=  形や軸、頂

点について理解してい

る。   【知識・理解】 

プリントの

取組状況、

ノートの記

述内容 

８

～

10 

・２次関数

( ) qpxay +−= 2
 の

軸、頂点、グラフ 

・グラフの平行移動 

・２次関数
2axy =  のグラ

フを、x 軸方向に p、y軸
方向に qだけ平行移動さ

せたものが 

( ) qpxay +−= 2
のグラ

フであることを説明す

る。 

・２次関数

( ) qpxay +−= 2
 

の軸の方程式、頂点の座

標を求めさせる。 

( ) qpxay +−= 2
 の表

を作ることができ、グラ

フをかくことができる。 

【表現・処理】

( ) qpxay +−= 2
 の形

や軸、頂点について理解

している。 

【知識・理解】

プリントの

取組状況、

ノートの記

述内容、 

小テストの

結果 

 

11 

・２次関数の式の平方完

成 

・２次関数の式を平方完成

させる。 

・２次関数のグラフの軸の

方程式と頂点の座標を

調べさせ、グラフをかか

せる。 

 

２次関数の式を平方完成

してグラフをかくことが

できる。 

【表現・処理】 

cbxaxy ++= 2
の グ ラ

フについて、軸、頂点の

考察をしようとする。 

【関心・意欲・態度】 

授業中の質

問や応答の

内容、プリ

ントの取組

状況、 

ノートの記

述内容、 

小テストの

結果 

（
本
時
）
・ 

12

～

14 

 

(4) 観点別評価について 

指導と評価の計画に記載した評価規準の一部について、「十分満足できる」状況(Ａ)と判断し

た具体的状況例と、「努力を要する」状況(Ｃ)と評価した生徒への手立てを記載した。評価規準

の（○時）は指導と評価の計画にある「時」とした。 

  【関心・意欲・態度】 

学習活動における具体の評価規準（11～14

時） 

cbxaxy ++= 2 のグラフについて、軸、頂点の考

察をしようとする。 

「十分満足できる」状況(Ａ)と判断した具

体的状況例 

関数のグラフに関心をもち、グラフを適切に活

用して考察しようとしている。 

「努力を要する」状況(Ｃ)と評価した生徒

への手立て 

机間指導で声をかけ、問題に取り組ませるとと

もに、プリントを添削し、適切なアドバイスを

行う。 
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  【数学的な見方や考え方】 

学習活動における具体の評価規準（１～３

時） 

２つの数量の関係をグラフや式を用いて考察す

ることができる。 

「十分満足できる」状況(Ａ)と判断した具

体的状況例 

関数の概念を理解し、関数のグラフから関数の

値の変化の様子について考察することができ

る。 

「努力を要する」状況(Ｃ)と評価した生徒

への手立て 

２つの数量の関係を表を用いながら繰り返し説

明してプリントを添削し、適切なアドバイスを

行う。 

  【表現・処理】 

学習活動における具体の評価規準（11～14

時） 

２次関数の式を平方完成してグラフをかくこと

ができる。 

「十分満足できる」状況(Ａ)と判断した具

体的状況例 

２次関数の式を正しく平方完成することがで

き、グラフを正確にかくことができる。 

「努力を要する」状況(Ｃ)と評価した生徒

への手立て 

机間指導において、既習の内容を確認させると

ともにプリントや小テストで添削し、繰り返し

説明する。 

【知識・理解】 

学習活動における具体の評価規準（８～10

時） 

( ) qpxay +−= 2
 の形や軸、頂点について理解し

ている。 

「十分満足できる」状況(Ａ)と判断した具

体的状況例 

基本的な内容や意味を正しく理解し、表現する

ことができる。 

「努力を要する」状況(Ｃ)と評価した生徒

への手立て 

机間指導において、グラフや式を用いて繰り返

し説明する。 

10 本時の展開（単元の 11 時間目） 

 (1) 本時の目標 

・２次関数 cbxxy ++= 2  を ( ) qpxy +−= 2
 の形に変形することができる。 

・２次関数 cbxxy ++= 2  のグラフをかくためには、 ( ) qpxy +−= 2
 の形に変形すればよ

いことを理解する。 

 (2) 本時の指導過程 

過程 学習活動 指導内容 
指導上の 

留意点 

評価規準【評価

観点】(評価方

法) 

導入 

0～8 分 

(8 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリント例１ 

( ) 53 2 −+= xy の頂点

を求める。 

 

 

( ) 4653 22 ++=−+ xxx
と展開する。 

 

 

462 ++= xxy の頂点

を求めてみる。 

 

 

プリント例１ 

( ) 53 2 −+= xy から頂点を

求めることを説明する。 

⇒頂点 ( )5,3 −−  

 

( ) 4653 22 ++=−+ xxx  

上の等式が成り立つことを

説明する。 

 

462 ++= xxy からも頂点

を求められることを説明す

る。 

 

式変形をする

意図を理解す

ることができ

るよう、その

意図を明確に

し、学習意欲

を高める。 
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展開 

8～45 分 

(37 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

式変形の公式を確認す

る。(別紙参照) 

 

 

 

 

 

 

プリント問１を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入に用いた２次関数 

462 ++= xxy を平方

完成する。 

 

 

 

 

例９(1)を解く。 

462 +−= xxy  

 

 

 

例９(2)を解く。 

382 ++= xxy  

 

 

 

教科書の問 10 を解く。 

 

 

プリント問２を解く。 

 

 

プリントの発展問題 

752 +−= xxy  

は時間が余ったら解く。 

２次式を展開すると、

( ) 963 22 ++=+ xxx  

となり、移項すると 

( ) 936 22 −+=+ xxx  

と式変形できる。 

 

式変形の公式 (別紙参照) 

 

プリント問１を解かせる。 

 

プリント問１の解説をする。

問１ 

(1) ( ) 424 22 −+=+ xxx  

(2) ( ) 112 22 −+=+ xxx  

(3) ( ) 1648 22 −+=+ xxx  

(4) ( ) 112 22 −−=− xxx  

(5) ( ) 424 22 −−=− xxx  

(6) ( ) 936 22 −−=− xxx  

(7) ( ) 1648 22 −−=− xxx  

 

 

 

導 入 に 用 い た ２ 次 関 数

462 ++= xxy の平方完成

の解説をする。 

462 ++= xxy  

( ) 493 2 +−+= x  

( ) 53 2 −+= x  

 

例９(1)を解かせる。 

462 +−= xxy  

( ) 493 2 +−−= x  

( ) 53 2 −−= x  

 

例９(2)を解かせる。 

382 ++= xxy  

( ) 3164 2 +−+= x  

( ) 134 2 −+= x  

 

問 10 を生徒に解かせ、解説

を行う。 

 

教科書の問題が終わった生

徒からプリントの問題をや

るように促す。 

 

 

 

式変形は、1

行ずつ生徒に

質問・確認し

ながら変形す

る。 

 

 

 

机間指導をし

ながら問題を

解いていない

生徒に助言し

ていく。 

生徒の達成の

度合いを確認

する。 

時間が余った

生徒のために

プリントの発

展問題を解く

ように促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の状況を

見て、赤ペン

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２次関数の式

を平方完成し

てグラフをか

くことができ

る。 

【表現・処理】

（プリント） 

 

cbxaxy ++= 2

のグラフにつ

いて、軸、頂点

の考察をしよ

うとする。 

【関心・意欲・

態度】 

（プリント） 
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まとめ 

45～50 分 

(5 分) 

本時の内容を理解して

いるかの確認のため、プ

リントの裏にあるチェ

ック問題でもう一度

462 ++= xxy を平方

完成する。 

 

 

もう一度解いてみよう。 

462 ++= xxy  

( ) 493 2 +−+= x  

( ) 53 2 −+= x  

に持ちかえる

よう指示をす

る。 

答え合わせは

１行ずつ生徒

に質問・確認

しながら変形

する。 

プリントを回

収する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 解決を目指した課題の解決の状況 

本授業後の単元の終わりに小テストを実施したところ、生徒は授業内容をおおむね理解してい

ることが分かった。しかし、答案を確認すると、中には間違った方法の式変形を固定的に身に付

けてしまっている生徒も見受けられた。また机間指導中に誤りを正して理解できても、その後の

生徒の練習がないと、元の固定的な間違った方法に戻ってしまうケースや、また単元ごとの復習

時には定着していたものの、その後の定期テストでは混乱して正答に至らない生徒もいた。 

12 授業実践に関する成果と課題 

中間テストまでは x 軸方向、 y 軸方向への平行移動までを扱い、テスト後に両軸方向を合わせ

た平行移動のグラフをかくところから学習を始めたので、学習活動の流れの中でこの時期に平方

完成を扱ったことは適切であった。また、平方完成をどのように教えるかについては、他の教員

のプリントを参考にしたり、指導方法を出し合ったりして、その中から当日の授業を構成してい

った。その結果、授業で扱うプリントについては、記入式を取り入れて随所に生徒に理解しやす

いような工夫がされており、とても丁寧に作成してあったとの評価を得た。また、２次関数の式

を平方完成した後、頂点の座標を求めさせた方が、授業の目的がより鮮明になったのではないか、

あるいは、板書の際にチョークの色使いに配慮が必要であった等の指摘もあった。 

今回の研究授業については、学習の理解度の差が少ないクラスだったので的を絞って教えるこ

とができ、生徒の理解が深まった。しかし、習熟度別クラスであっても生徒の理解度に差が生じ

てくることから、生徒の進路等も考慮に入れた、生徒の状況に応じたクラス編成についての検討

が必要である。 
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数学Ⅰ 平方完成しようの巻

まずはおさらい・・・。

例１ ｙ＝(ｘ＋３)２－５の頂点を求めよ。

逆 そのまま

頂点( ， )

それでは、(ｘ＋３)２－５を展開してみよう。

(ｘ＋３)２－５＝

＝

よって (ｘ＋３)２－５＝ｘ２＋ ｘ＋

等しい

では、ｙ＝ｘ２＋６ｘ＋４の頂点を求めよ。・・・・・・求められない(＞＜)

解) 頂点( ， )←上と同じ・・・【なぜだろう？？？】

疑問：どうやって頂点を求めたらいいの。

結論：式変形(平方完成)する。

ということで、本日のテーマ『式変形(平方完成)』に入ります。

<平方完成のための準備>

２次式(ｘ＋３)２を計算すると、

(ｘ＋３)２＝ となるから移項すると

(ｘ＋３)２－９＝ となる。

６の半分の２乗

よって、ｘ２＋６ｘ＝(ｘ＋３)２－９

６の半分

まとめると

式変形の公式

ｘ２＋○ｘ＝(ｘ＋〔○の半分〕)２－〔○の半分〕２

符号は同じ

ｘ２－○ｘ＝(ｘ－〔○の半分〕)２－〔○の半分〕２

符号は同じ

平成20年度神奈川県立総合教育センター『授業改善の組織的な取組に向けて』学習指導案・資料



実際に問題を解いたところで、最初にできなかった問題に戻ろう。

ｙ＝ｘ２＋６ｘ＋４の頂点を求めよ。

式変形（平方完成）して求めよう。

ｙ＝ｘ２＋６ｘ＋４

＋４は無視して式変形（平方完成）

＝ ＋４

定数項を計算

ｙ＝

これならば頂点を求められる。

それでは教科書の例９を解いてみよう。

（１）ｙ＝ｘ２－６ｘ＋４

ｙ＝ ＋４

ｙ＝

（２）ｙ＝ｘ２＋８ｘ＋３

ｙ＝ ＋３

ｙ＝

では実際に問題を解いてみよう！

問１(１) ｘ２＋４ｘ＝

(２) ｘ２＋２ｘ＝

(３) ｘ２＋８ｘ＝

(４) ｘ２－２ｘ＝

(５) ｘ２－４ｘ＝

(６) ｘ２－６ｘ＝

(７) ｘ２－８ｘ＝

ここから下は発展問題。終わったらやってみよう！

(８) ｘ２＋３ｘ＝

(９) ｘ２－５ｘ＝

１
(10) ｘ２＋－ｘ＝

２

(11) ｘ２＋ａｘ＝
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次の２次関数をｙ＝(ｘ－ｐ)２＋ｑの形に変形せよ。

問１(１) ｘ２＋４ｘ＋３＝

(２) ｘ２＋２ｘ－３＝

(３) ｘ２＋８ｘ－５＝

(４) ｘ２－２ｘ＋６＝

(５) ｘ２－４ｘ＋１＝

(６) ｘ２－６ｘ－２＝

(７) ｘ２－８ｘ＋１１＝

ここから下は発展問題。終わったらやってみよう！

(８) ｘ２＋３ｘ＋１＝

(９) ｘ２－５ｘ－３＝

１ １
(10) ｘ２＋－ｘ＋－＝

２ ２

(11) ｘ２＋ａｘ－ａ２＝

次の２次関数をｙ＝(ｘ－ｐ)２＋ｑの形に変形せよ。

問１(１) ｘ２＋４ｘ＋７＝

(２) ｘ２＋２ｘ＋２＝

(３) ｘ２＋８ｘ＋１９＝

(４) ｘ２－２ｘ＋３＝

(５) ｘ２－４ｘ－４＝

(６) ｘ２－６ｘ＋１１＝

(７) ｘ２－８ｘ＋１６＝

(８) ｘ２＋３ｘ－１＝

(９) ｘ２－５ｘ＋５＝

１ １
(10) ｘ２＋－ｘ＋ ＝

２ １６

(11) ｘ２＋２ａｘ+ a ２＝
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